
電気通信大学交換留学報告書 
 

所属（留学開始時） Ⅰ類メディア情報学 類・専攻  学年：学域 ３ 年   
留学先大学 ブレーキンゲ工科 大学（国名：スウェーデン ） 
所属学部・学科等 コンピュータサイエンス 
留学期間 2024 年  8 月 30 日  ～ 2025 年  2 月 10 日 
 
１．留学の動機、この大学を選んだ理由など 

海外で情報科技術を学ぶことによって、レベルの高い技術を身に付け、国を越えたシステム構築

方法を習得することが留学の目的でした。ブレーキンゲ工科大学を選んだ理由は、この大学が情報

分野の学部で構成されており、情報技術分野や環境分野において世界的に高い評価を受けている点

です。また、グループワークを中心とした授業が多く、知識を得るだけでなく、実践的な力を身に

付け、自身の意見や考えを共有できる力を身に付けたいと考え、この大学を選びました。 
 

 
２．留学前の英語等外国語学習の方法、語学試験の受験状況など 
 語学試験については、学内応募直前に英語の試験を受けました。点数が全く足りず、２か月後に

再受験し、ノミネート前に基準スコアを取得しました。 
留学生の友達を作り、会話する時間を作っていました。 

 
 
３．渡航について 

ビザについて 

ビザの種類： 居住許可        申請先：スウェーデン移民局 
申請時期、申請方法、提出書類、アドバイス等： 
ブレーキンゲ工科大学から受け入れ許可が出た時点で、申請を開始しました。口

座残高証明書等必要なものを用意し、オンラインで申請しました。2024 年から

スウェーデン大使館に行くことなく手続きが終えられるようになったのですが、

私は何らかのミスで東京にあるスウェーデン大使館に行くことになりました。郵

送で居住許可書を受け取りました。スウェーデンに到着後、スウェーデン移民局

に行く必要があります。 
 
申請から取得までに要した日数：    20  日程度 

出国年月日     2024 年  8 月 7 日 
往 路 経 路 （ 空

路） 
羽田空港→ドーハ空港（JAL）、ドーハ空港→コペンハーゲン空港（カタール航

空） 
現地での出迎え ■有（具体的に： 滞在先のオーナーが最寄りまで迎えにきてくれました ） 

□無（具体的に：                         ） 
現地でのオリエ

ンテーション実

施状況・内容 

授業スタート前に、オリエンテーションがあり、そこで大学内の施設情報や、授

業、テストの受け方などを説明してもらいました。そこで、留学生の人たちと話

すことができました。 
 
４．費用について 
差支えない範囲でおおよその費用を教えてください。    ※内容は自由に変更可 

内 容 金 額 内 容 金 額 
航空券代／往復 150,000 円 教科書代等 0 円 
保険代 50,000 円 食費 30,000 円／月 
ビザ代 0 円 住居費 50,000 円／月 
予防接種代 0 円 その他 10,000 円 
 
  



 
５．授業等について 

学期の期間    8 月  30 日～  1  月  19 日 
月    日～    月    日 
月    日～    月    日 

 
履修した科目、科目コード、時間数、形態、授業の内容、履修方法など 
・Applied Artificial Intelligence 
 AI の基本的知識を学び、Genetic Algorithms を使用して迷路の最短経路を見つける等の課題を行

いました。 
・UNIX and Linux 
 bash スクリプトを利用してダンジョンゲームを作成する課題等を行いました。 
・Introduction to Swedish 
 簡単なスウェーデン語を学び、会話を行ったり、エッセイを書いたりしました。 
・Mobile Application Development 
 ５人のグループで、アプリ開発を行いました。 
 
 
学習面で困ったこと、解決方法など 
コンピュータ用語の知識が低く、授業内で出てくる単語を頻繁に調べてしまっていました。また、

グループワークでは、英語力と技術力両面で苦労することが多かったです。英語力の低さに関して

は、分からないときには聞き返すようにして曖昧に会話を終わらせないように心掛けました。アプ

リ開発では、Githubや Android Studioなど初めて扱うものが多くとても大変でした。慣れているグ

ループメンバーがほとんどであったので、使い方を教えてもらうことが多かったです。 
 
 
留学先の学生との交流について（現地でどのように交流を深めましたか？） 
電通大に留学に来ていた BTH の学生と交流があったので、スウェーデンで再会し、その際に友人を

紹介してもらいました。また、イントロダクションの日に留学生の人たちと会うことができたの

で、そこから、授業やイベント等を通して交流を深めました。 
 
 
大学の施設・サービスについて（インターネット環境、図書館、スポーツ施設など） 
大学内にある図書館や廊下に勉強できるスペースがあります。また、グループルームもあり、グル

ープ課題を行う際に利用していました。KIDS という団体がバドミントンやバスケットボールなどの

スポーツアクティビティを行っていたので、たまに参加していました。 
 
６．住居について 
住居の種類 □キャンパス内の寮  □キャンパス外の寮  □アパート 

■その他（具体的に シェアハウス         ） 
住居の形態 ■個室   □相部屋（  人）    

個室の設備：ベッド、机、椅子 
共有設備：   キッチン、トイレ、お風呂、調理器具               
インターネット環境：Wi-Fi 使用可 

住居からの通学方法・

時間 
徒歩 10 分 

大学からの住居紹介 □あり（時期、方法：                    ） 
■なし（住居探しの方法： Facebook、不動産会社のホームページ等 ） 

住居全般に関するアド

バイス 
住居はなるべく早めに探した方が良いです。留学生の多くは Jotac という

学生アパートに住んでいました。すぐに枠が埋まってしまうようなので、

そこに住む場合はすぐにコンタクトを取った方がいいと思います。 
 



 
７．健康管理、周辺の治安など 
留学先での健康管理、衛生面等について注意すべきこと 
解熱剤や胃薬など、日本から様々な薬を持っていきました。冬は太陽がほとんど出ないので、ビタ

ミン D のサプリメントを飲んでいる学生が多かったです。 
 
 
現地での医療事情 
病院に一度も行かなかったので詳しくは分からないのですが、大学の近くに大きな病院がありまし

た。 
 
留学中の通院・入院の有無、医療費などについて差支えない範囲で教えてください 
無し 
 
 
留学にあたり、予防接種を受けましたか？ 
□はい（種類・回数・時期：           ）       ■いいえ 
 
大学周辺の治安や雰囲気 
田舎にある大学なので、治安もよくとてものどかな場所でした。Kungsmarken という地域は少し治

安が悪いようです。滞在中に、特になにか事件が起こるなどはありませんでした。 
 
 
 
その他、生活等に関して参考となる事項 
カールスクローナでは、日本の調味料はあまり手に入りません。自分のためにも友人にふるまうた

めにも日本から多めに調味料を持っていくことをおすすめします。服や調理器具などはリサイクル

ショップでとても安価で手に入ります。 
 
８．留学を終えての感想、自分の変化、反省点など 

留学を終えて、何事にも恐れず挑戦するという姿勢が成長したと感じます。今までは、英語力の

低さから英語を使う機会を避けてしまったり、課題を自身のできる範囲で提出してしまったりして

いました。留学を通して、自ら人に声をかけコミュニティに入るようにしたり、自分には難しそう

なコーディングにも挑戦したりするようになりました。課題に行き詰まったときには、友人を頼る

ことで解決できました。 
学業面だけでなく、様々な文化を知ることで異なる価値観に気付いたり、視野が大きく広がった

りしたと感じます。アプリ開発をグループで行う際にも、アプリに対して何を重視するのか国によ

って異なることが興味深かったです。様々なバックグラウンドを持つ友人と関わっていく中で、文

化の違いや宗教に触れる機会が多く、お互いにその違いを理解し、柔軟に対応していくことが大切

だと感じました。 
一方で、反省すべき点もありました。今まで電通大で学んだことをしっかり理解しておくべきで

あったこと、英語力をあげてから留学すべきだったこと、もっと交流の機会に積極的に参加すべき

だったことなどが挙げられます。もっと充実した留学生活を送れたと感じますが、留学という挑戦

をできたこと自体が大きな経験になったと思うので、後悔はありません。留学をしなければ得られ

なかった経験が沢山でき、様々な面で成長できたのではないかと感じます。 
 
 
 
  



 
９．留学を考えている学生へのメッセージ 
 留学は、自身を成長させ、貴重な経験ができる素晴らしい機会だと思います。新しい環境で過ご

すことは大きな不安があると思いますが、自分が思っているよりも周りの人が助けてくれると思い

ます。英語力や技術力が高い状態で留学に行くことで充実度が高まることは間違いないですが、留

学という挑戦をするかしないかではとても大きな違いがあると感じます。私自身、多くの事に不安

がある状態で留学に行きましたが、本当に留学して良かったと思っています。 
 そして、ブレーキンゲ工科大学はコンピュータサイエンスやソフトウェアに興味がある人にお勧

めだと思います。知識を得るだけでなく、実践的な課題が多いので、応用力が見につくと感じまし

た。また、スウェーデンの学生は、皆英語力が非常に高く、良い刺激を受けることができました。 

 
 

 
 

 
 



 
 

 
 

 


